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３６．上ノ山和弥 15 高尿酸血症・痛風 薬剤師のための薬物療法問題集 P120-125 

2022 

３７．上ノ山和弥 23 脳血管疾患 薬剤師のための栄養療法管理マニュアル P277-285 

      2023 

３８．尾上雅英 令和 5年度 地域フォーミュラリに関する研修会 大阪府薬剤師会雑誌 

   74(12) 23-25 2023. 

３９．尾上雅英 第 26回近畿薬剤師学術大会 分科会 3「薬剤師としての薬剤総合評価」 

   大阪府薬剤師会雑誌 76(1)：13 2025. 

 


